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番号：

ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ

概要
（簡潔に
箇条書き
とする）

□１.軟弱地盤対策 ■５.その他

□２.舗装関係

□３.バリアフリー・ユニバーサルデザイン

□４.省スペース化 番号：

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（28.5％）　□2.同程度　□3.低下（　％） 番号： 1

2.工程 ■1.短縮（76％）　□2.同程度　□3.増加（　％） 番号： 1

3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1

4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1

5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1

6.環境 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2

7.その他 □1.　（　　　　　　　　　　） 番号：

開発体制 ■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学) 番号：

開発者名

会社名： 住所：

技術
□1.県内 担当部署： TEL：

■2.県外 （内線）

2 担当者名： FAX：

E-mail：

会社名： 住所：

営業
□1.県内 担当部署： TEL：

■2.県外 （内線）

2 担当者名： FAX：

E-mail：

施工実績 県内現場 件　←自動計算のため入力しないこと
　当該新技術等に関する説明会・現地見学会等の開催の可否（県内開催に限定）

■1.発注者側の希望日・希望場所で開催可能

□2.開発側で日程等を準備する。

□3.実施しない（県内での開催は無理，又は，個別に対応する，など） 番号：

新技術等　申請資料（１／５）　表紙（概要）

登録No. a-19060

新技術等
の区分

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他 1

新技術等
名称

無繊維透明樹脂型コンクリート表面保護・はく落防止工法
収受受付年月日 9/2/2019

処理区分 活用技術

コンクリート構造物の保護・はく落防止、延命化対策（中性化防止、
塩害対策）、ＲＴワンガードクリア工法

開発年 2017年

・中性化・塩害によるコンクリートの劣化を防止し、さらに抗張力部材としての繊維
　を用いずに「押抜き試験性能」（土木学会基準）を満足した無繊維透明樹脂型コンク
　リート表面保護・はく落防止工法である。
・樹脂が透明であるため、施工後の躯体コンクリート劣化状況を目視で確認できる。
・従来の連続繊維シート工法と比べて大幅に工期短縮が可能で、複雑な形状の施工にも
　効果を発揮する。

配慮事項
（県の地
域特性
等）

5

NETISへの
登録状況

工種区分 (レベル1，2まで記入) 登録年月日 登録番号 評価結果

道路維持修繕工－橋梁補修補強工 2019.07.23 CG-190009-A 事後評価未実施技術

新技術等
の効果

連続繊維シートはく落防止工法

28.5%

76%

1

株式会社ダイフレックス

問合せ先
（所在地
が県内or
県外を必
ず選択）

株式会社ダイフレックス 千葉県船橋市海神町西1-1067-5

047-436-0811
技術研究所

047-436-0815
吉田　悟 s-yoshida@dyflex.co.jp

株式会社ダイフレックス 東京都新宿区西新宿2-4-1　新宿NSビル25F

03-5381-0666
本社土木チーム

03-5381-0670
上原輝美 t-uehara@dyflex.co.jp

0

新技術等
のＰＲ

1



無繊維透明樹脂型コンクリート表面保護・はく落防止工法 登録No.

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1（2）

（適用条件）

□1(1).歩掛あり（標準）　■1(2).歩掛あり（独自）　□2.歩掛なし

●施工条件
【新技術、従来技術共通】
・施工面積　300㎡
・対象物　　コンクリート構造物（橋梁）
・施工場所　茨城県
・養生、交通規制、足場設置費用、下地処理等を含まず
・昼間作業
・労務単価　平成31年4月度国交省（茨城県）労務単価

●新技術　　3,549,673円（300㎡）　㎡当り　11,832円
●従来技術　4,966,803円（300㎡）　㎡当り　16,566円

１．自然条件　①外気温5℃以上、湿度85％以下　②結露、結氷がないこと
　　　　　　　③降雨、降雪がないこと
２．現場条件　①施工面温度0℃以上であること②コンクリート表面含水率　8％以下
　　　　　　　③施工面は乾燥し、結露・結氷がないこと
３．技術提供地域について制限なし
４．関係法令等　使用材料は、有機物のため、下記法令の適用範囲とする。
　　　　　　　①労働安全衛生法　②化学物質管理促進法　③消防法　④船舶安全法
　　　　　　　⑤航空法　⑥海洋汚染防止法

A-2

新技術等　申請資料（２／５）

新技術等名称 a-19060

・当工法は、1成分形の高強度ウレタン塗膜により、連続繊維シートを使用せず、各種コンク
　リート構造物に対して、保護・はく落防止をする工法である。
・当工法は、透明なウレタン塗膜により、施工後も各種コンクリート構造物の劣化状況が目
視
　で確認ができる工法である。
・しゃ塩性、中性化阻止性、ひび割れ追従性等の様々なコンクリート保護機能を持ってお
り、
　さらに押抜き試験にも適合している。
・施工工程は、プライマー塗布工、1液ウレタン塗布工の２工程と非常に少なく、従来工法に
　比べて大幅な工程短縮が可能であり、また、経済性にも優れている。
・1成分形高強度ウレタン塗膜により、作業者のヒューマンエラーを削減させ、施工面でも、
　連続繊維シートを使用しないため、I桁等の複雑な形状でも施工精度が向上する。

１．下地処理工
　（１）施工面の脆弱層及び接着阻害層の除去。
　（２）施工面の突起物除去及び欠損箇所等の補修。
　（３）止水処理
２．下地接着材工
　（１）施工条件の確認。
　（２）施工範囲を特定し、養生を行う。
　（３）ワンガードクリアプライマー塗布。（塗布量　0.15㎏/㎡）
３．上塗り材工
　（１）プライマーの指触乾燥確認。
　（２）ワンガードクリア塗布。（塗布量　1.2㎏/㎡）塗膜厚　Wet 1.1mm Dry 0.8mm



登録No. a-19060

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）

実験資料等

積算資料等

施工管理基準資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4

特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4

新案番号

制度名、番号 制度名、番号

その他の

制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明

証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

A-3

新技術等　申請資料（３／５）

新技術等名称 無繊維透明樹脂型コンクリート表面保護・はく落防止工法

・プライマーの濡れ色が付くため、施工前の下地の色調が変わる。
・適用条件に示した環境条件、施工条件に則る。
・主材はコテ、ヘラ等での施工になるため、コテ目、ヘラ目が残る場合がある。
・メーカーの示した施工要領書に則る。

・湿潤下地への対応
・気温5℃以下の施工

・東日本・中日本・西日本高速道路株式会社構造物施工管理要領（平成29年7月）
　コンクリート表面被覆の性能照査
・JSCE-K 533-2013.8コンクリート片の剥落防止に適用する表面被覆材
　押抜き試験方法（案）

・東日本・中日本・西日本高速道路株式会社構造物施工管理要領（平成29年7月）
　コンクリート表面被覆の性能照査
・JSCE-K 533-2013.8コンクリート片の剥落防止に適用する表面被覆材
　押抜き試験方法（案）

RTワンガードクリア工法積算価格

RTワンガードクリア工法施工要領書



A-4

登録No. a-19060

実績件数　   県内現場数→ 0 件　　　　　　　　　　　　　県外現場数 2
施
工
実
績

発　注　者 工　期
工　事　名
及び

路河川等名称
工事請負者

大津市 2019/2/1 市道橋補修工事（鹿関橋）

新宮市 2019/4/1 林道田長谷線橋梁補修工事

実績数が多い場合は，別添としても可。なお，その際も件数についてはこの表に記入すること。

新技術等　申請資料（４／５）　施工実績

新技術等名称 無繊維透明樹脂型コンクリート表面保護・はく落防止工法

県
内

県
外



A-5

新技術等　申請資料（５／５）　（写真等）

新技術等名称 無繊維透明樹脂型コンクリート表面保護・はく落防止工法 登録No.a-19060

施工工程①ワンガードクリアプライマー塗布工 施工工程②ワンガードクリア塗布工

ワンガードクリア施工状況 ワンガードクリア施工後

押抜き試験　JSCE-K533 施工後の目視状況



様式B

当り) 円 円 円
経済性
= / × 100
= / × 100 = ％

当り) 日 日 日
工程
= / × 100
= / × 100 = ％

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1
品質・出来形
= 合計点
=

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1
安全性
= 合計点
=

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1
施工性
= 合計点
=

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1
環境
= 合計点
=

※記入要領
①「経済性」「工程」は従来技術との比較を単位あたりの数量で行う｡
②その他の調査内容に対する評価は3段階とし該当する番号に○印をつける。
　従来技術に比べ優れている（+1）
　　　　〃　　　同等程度である（0）
　　　　〃　　　劣っている（-1）
③（+1）及び（-1）に○印をつけた場合は、理由を記入する。
④減点要素とも、加点要素とも判断のつかない場合は、0に○印をつけて合計点を算出する。
⑤合計点は各項目（5つ）の評価の合計点を記入する。
⑥入力は 箇所のみとする。

・省エネルギー・省資源化が向上するか 工程短縮のため

３

・騒音・振動・粉塵・交通規制等が減少するか 工程短縮のため

・産業廃棄物の発生量は減少するか 使用材料減少のため

・周辺の自然・生態環境・景観との調和は向上するか

５

環

境

調査内容 評価 理由

・周辺の大気汚染・土壌汚染・水質汚染が減少するか

工程・使用材料減少するため

・作業員の負担が減少するか 工程短縮のため

・熟練度に依存した作業が減少するか 無繊維型で1液材であるため

・施工の機械化の程度は向上するか 1液タイプであるため

５

施

工

性

調査内容 評価 理由

・現場での施工が減少するか 工程・使用材料減少するため

・仮設工が減少するか

・作業環境が向上するか（暗がり、騒音、狭所作業の減少） 工程短縮のため

・危険物等の取り扱いが減少するか 使用材料減少のため

安

全

性

調査内容 評価 理由

・墜落・転落事故の危険性が減少するか 工程短縮のため

・重機災害の危険性が減少するか 工程短縮のため

・飛来・落下物災害の危険性が減少するか 工程短縮のため

工程短縮のため

・品質・出来形の管理頻度は減少するか 工程短縮のため

５

理由

・品質は向上するか ヒューマンエラーが少ないため

・出来形・精度は向上するか 1液型、無繊維で向上のため

・耐久性は向上するか 無繊維塗布型で施工精度向上のため

短縮日数  従来技術の施工日数
14.50 19.00 76

品

質

・

出

来

形

調査内容 評価

・品質・出来形の管理項目は減少するか

短縮日数
施工日数（ 300㎡ 19.00 4.50 14.50

コスト差  従来技術コスト
1,417,130 4,966,803 28.5

工

程

従来技術と新技術の対応する施工サイクルについて、施工単位あたりの実施施工日数と従来技術の概算の

施工日数を比較する。

従来技術 新技術

新技術 コスト差
コスト　( 300㎡ 4,966,803 3,549,673 1,417,130

活用の効果　評価表

新技術名

無繊維透明樹脂型コンク
リート表面保護・はく落防 従来技術名 連続繊維シートはく落防止工法

調

　

　

　

　

　

査

　

　

　

　

　

項

　

　

　

　

　

目

経

済

性

単位あたりの関係するコスト(施工費、維持管理費等）と従来技術を使った場合の概算コストを比較す

る。

従来技術



様式Ｃ

経済性比較表

新技術名称：

従来技術名称：

経済比較する条件

○新技術の内訳（直接工事費） （300㎡当り）
項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

材料費 ﾜﾝｶﾞｰﾄﾞｸﾘｱﾌﾟﾗｲﾏｰ 47.25      kg 4,200      198,450       0.15㎏/㎡×ロス5％

ﾜﾝｶﾞｰﾄﾞｸﾘｱ 396.00     kg 6,700      2,653,200     1.2㎏/㎡×ロス10％

労務費 土木一般世話役 1.50       人 23,100     34,650        プライマー工

橋りょう塗装工 4.50       人 26,600     119,700       プライマー工

普通作業員 1.50       人 19,900     29,850        プライマー工

土木一般世話役 3.00       人 23,100     69,300        主材工

橋りょう塗装工 12.00      人 26,600     319,200       主材工

普通作業員 3.00       人 19,900     59,700        主材工

機械損料費 1.00       式 31,000     31,000        
発電機、ブロアー、
他

諸雑費 1.00       式 34,623     34,623        材料費・労務費の1％

-             

-             

-             

-             

-             

合計 3,549,673    

○従来技術の内訳（直接工事費） （300㎡当り）
項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

材料費 プライマー 47.25      kg 2,240      105,840       0.15㎏/㎡×ロス5％

不陸調整材 330.00     kg 1,400      462,000       1.0㎏/㎡×ロス10％

含浸接着材 231.00     kg 2,240      517,440       0.7㎏/㎡×ロス10％

連続繊維シート 330.00     ㎡ 3,000      990,000       1.0㎡/㎡×ロス10％

含浸接着材 165.00     kg 2,240      369,600       0.5㎏/㎡×ロス10％

仕上げ材中塗り 47.25      kg 1,610      76,073        0.15㎏/㎡×ロス5％

仕上げ材上塗り 47.25      kg 1,890      89,303        0.15㎏/㎡×ロス5％

労務費 土木一般世話役 2.67       人 23,100     61,677        プライマー工

橋りょう塗装工 6.67       人 26,600     177,422       プライマー工

普通作業員 4.00       人 19,900     79,600        プライマー工

土木一般世話役 6.25       人 23,100     144,375       不陸調整工

橋りょう塗装工 15.62      人 26,600     415,492       不陸調整工

普通作業員 9.27       人 19,900     184,473       不陸調整工

土木一般世話役 2.00       人 23,100     46,200        含浸接着剤下塗り工

橋りょう塗装工 5.00       人 26,600     133,000       含浸接着剤下塗り工

普通作業員 3.00       人 19,900     59,700        含浸接着剤下塗り工

土木一般世話役 2.00       人 23,100     46,200        連続繊維シート工

橋りょう塗装工 5.00       人 26,600     133,000       連続繊維シート工

普通作業員 3.00       人 19,900     59,700        連続繊維シート工

土木一般世話役 2.00       人 23,100     46,200        含浸接着剤下塗り工

橋りょう塗装工 5.00       人 26,600     133,000       含浸接着剤下塗り工

普通作業員 3.00       人 19,900     59,700        含浸接着剤下塗り工

土木一般世話役 2.00       人 23,100     46,200        仕上げ材中塗り工

橋りょう塗装工 4.00       人 26,600     106,400       仕上げ材中塗り工

普通作業員 2.00       人 19,900     39,800        仕上げ材中塗り工

土木一般世話役 2.00       人 23,100     46,200        仕上げ材上塗り工

橋りょう塗装工 4.00       人 26,600     106,400       仕上げ材上塗り工

普通作業員 2.00       人 19,900     39,800        仕上げ材上塗り工

機械損料費 1.00       式 52,000     52,000        撹拌機、発電機

諸雑費 1.00       式 140,009    140,009       材料費、労務費の3%

-             

-             

-             

-             

-             

-             

-             

合計 4,966,803    

無繊維透明樹脂型コンクリート表面保護・はく落防止工法

連続繊維シートはく落防止工法

・施工面積　300㎡
・対象物　　コンクリート構造物（橋梁）
・施工場所　茨城県
・養生、交通規制、足場設置費用、下地処理等を含まない
・昼間作業
・労務単価　平成31年4月度国交省（茨城県）労務単価


